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アルカリ性単純温泉
(低張性・アルカリ性・高温泉)

禁忌症、適応症等は別表による。

平成21年2月17日

温泉分析機閼静岡県第1号

静岡県静岡市葵区北安東4丁目27番2号
財団法人静岡県生活科学検査センター

ミリモル
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0.0
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0.906 呂/地
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0.05
<0.05
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1

0,00

申請者
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水酸化物イオン
臭化物イオン
ヨウ化物イオン
総りン酸態りン

源泉名及び湧出地

温泉分析書
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( 1 )

分

湧出地における鯛査及び試験成績

調査及び試験者 財団法人静岡県生活科学検査センター
谷雅博

調査及ぴ試験年月日 平成21年1月22日

泉温 55.2 て
湧出量 202 ι/皿in

知覚的試験 殆ど無色、透明、
ガス発生なし

8.5

129 ⅢS/m

伊豆市門野原400-1
有限会社嵯峨沢館

( 2 )

( 3 )

ミリパル
(mval%)
フフ.93
1.64
20.43
100.0

ミリバル
(mval/k
509.

0. 20

2. "
12.19

嵯峨訳8号(台帳番号 543-0促号)

伊豆市門野原字坂下402番6

( 4 )

1 ラム

(m宮/kg)
0.帖
0.054
<0.05
<0,05
<0.03

( 5 )

( 6 )

水素イオン度(DH値)

電気伝導率住C値)

賦験室における成績

試験者
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( 1 )

( 2 )

( 3 )

( 4 )

( 5 )

( 6 )

5

( 1 )

理事長石川

第 M08038 号

分析終了年月日

知覚的試験

密度

水素イオン濃度(PH値)

蒸発残留物

註料lk底中の成分、分
陽イオン

成団法M,

"織抑
理古

(調査時の気温 13.0て)
(動力フ.5k肝水中ポンプ)

無味、無臭

財団法人静岡県生活科学検査センター
青木行雄吉田篤史渡辺裕之那須野晃亨

平成21年2月16日

殆ど無色、透明、 無味、無臭
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2 療養泉浴用の適応症

a)療聾泉浴用の一般的適応症

神経痛、筋肉痛、関節痛,五十肩、運動麻庫、関節のこわばり、うちみ、くじ

き、慢性消化器病、痔疾、冷え性、病後回復期、疲労回復,健康増進
2)泉質別適応症

Ⅱ浴用上の註意事項

温泉には老化現象が認められ、地中から湧出した直後の新鮮な温泉が最も効用がある

と言われているが、それぞれの泉質に適する用い方をしなければかえって疾病に不利に
働く場合がある。従って温泉浴用上の注意事項は次のとおりとする.

1 握泉療養に際しては、温泉にっいτ専門的知識を有する医師の指導を受けることが
望ましいこと.

2 温泉療養を始める場合は、最初の数日の入浴回数を1日当り]回程度とすること.
その後は1日当り2ないし3回までとすること.

3 温泉療養のための必要期問は、おおむね2ないし3週問とすること。

4

第融0即認号一4

温泉療養開始後おおむね3日ないし1週間前後に湯あたり(湯さわり又は裕湯反応)
が現れることがある0 「湯あたり」の間は、入浴回数を誠じ又ほ入浴を中止し、湯
あたり症状の回復を待コこと。

5 以上のほか,入浴には次の諸点にっいて注意すること.

(1)入浴時問は、入浴温度により異なるが、始めは3分ないL I0分程度とし、慣
れるに従って延長してもよい.

(2)入浴中は.運動浴の場合は別として一般には安静を守る.

(3)入浴後は、身体に付着した温泉の成分を水で洗い流さない。(湯ただれを起こ
しゃすい人は,逆に真水で身体を洗うか、温泉成分を拭き取るのがよい。)
(4)入浴後は、湯冷めに注慧して一定の時間の安静を守る.
(5)熱い温泉に急に入るとめまい等を起こすことがあるので十分注意をする。
イ6)食事の直前・直後の入裕は避けることが望ましい.
(フ)飲酒しての入浴は特に注意する。

(注)飲用について

温泉飲用にあたっては、細菌検査及びその他の有害物質等の分析検査を実施し、衛
生状態の確認が必要です.

詳しくは、保健所に相談して下さい。

温泉利用(浴用)にあたっての注意

分析機関

分析書発行年月臼

源泉 名

湧水地又は採水地伊豆市門野原字坂下402番6

泉

財団法人静岡県生活科学検査センタ
平成2】年2月17日

嵯峨択8号(台帳番号 543-008号)

二の温泉を公共の浴用に供する場合には、温泉法、同施行規則及び静圖県温泉怯施行細
則により、温泉利用許可を必要とします.又あらかじめ温泉成分等の掲示にっいて、保健
所長に届出しなければなりません。

(既に利用許可を受けている方も保健所の温泉担当者に相談してください。)

質 アルカリ性単純温泉

(低張性・アルカリ性.高温泉)

温泉浴用の禁忌症,療養泉浴用の適応症及び浴用上の注意は、次のとおりです。

第 N080開号一3

1 温泉浴用の禁忌症及び療養泉浴用の適応症

温泉の医治効用は、その温度その他の物理的因子,化学的成分、温泉地の地勢、気候、
利用者の生活状態の変化その他諸般の総合作用に対する生体反応によるもので、温泉の
成分のみによって各温泉の生体に対する作用を確定することは困難であるが、温泉浴用
の禁忌症と療養泉浴用の適応症はおおむね次のとおりである。

温泉浴用の禁忌症

( D 温泉浴用の一般的禁忌症

急性疾患(特に熱のある場合)、括動性の結核、悪性腫癌、重い心臓病、心臓
病(ただし高温浴の場合),呼吸不全、腎不全、出血性疾患、、高度の貧血、高度
の動脈硬化症(ただし高温浴の場合)、高血圧症(ただし高温浴の場合)、その
他一般に病勢進行中の疾患、妊娠中(特に釖期と末期)

(2)泉質別禁忌症

静斉県伊豆市門野原府0"茎

き轟f轟嵯峨沢館
金赫陽ケ島 0558 (85) 0 1 1 540


